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調査・事例報告

長野県における地域スポーツタレント発掘・育成事業における
栄養サポートの取組み

長谷川 尋之・石澤 美代子・大森 恵美・平田 治美・紅楳 英信

The Case in Support of Sports Nutrition for the Identification and Development of 
Athletic Talent in Nagano prefecture

HASEGAWA Hiroyuki, ISHIZAWA Miyoko, OOMORI Emi, 
HIRATA Harumi and KOUBAI Hidenobu

要　　旨
　長野県は第82回国民体育大会（本大会及び冬季大会）を2027年に控えている。スポーツ振興基本計画
に基づく競技者強化の一環として、長野県が主体となる地域スポーツタレント発掘・育成事業（以下、
TID事業）は2018年度に開始され、2020年4月現在、3期目を迎えた。
　本報告は、長野県主体のTID事業の一つであるキラキラっ子育成事業について報告を行う。キラキラっ
子育成事業における栄養教育の実践及び受講者の食事調査結果の評価、現在までの長野県主体のTID
事業の栄養サポートに関する課題を考察するとともに、2020年度（3年目）以降の実施の方向性につい
て提案する。
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Ⅰ．緒言
　我が国では、文部省（現・文部科学省）が策定した
スポーツ振興基本計画（2000年）を受け、日本スポー
ツ振興センター（以下、JSC）や日本オリンピック委
員会（以下、JOC）が中心となり、競技者の強化、育
成に取り組んでいる。そのひとつとして、JOCの長
期競技力向上戦略（JOC GOLD PLAN, 2001）があり、
JOCと国立スポーツ科学センター（以下、JISS）が連
携して日本で初めてとなるスポーツタレント発掘・
育成事業（TID事業）が福岡県で開始された。その後、
全国に広がり、現在では25の地域で同様の地域TID
事業が展開されている1）。我が国の地域TID事業は、
個人に適した競技を見つけ、選択する「適正競技選
択型事業」、地域の特性に応じて特定の競技に特化
して発掘・育成をする「競技特化型事業」、ある競
技の経験を活かして別の競技に転向する「競技転向
型事業」の3つの事業形態に大別されている2）。JSC
は文部科学省からの受託事業「タレント発掘・育成
コンソーシアム」の中であらゆる手段を組み合わせ、
競技力向上を目指すAthlete Life Style（アスリート
ライフスタイル）を定義して推進している。小学生
年代から競技者に適した生活を身につけることを提
唱しており、各地のTID事業においても成長期の
適切な発育・発達、競技に向けた身体作りなどを目
的とした競技者、保護者への栄養教育を実践してい
る3）。
　一方、長野県においては、2027年度に長野県国民
体育大会（以下、国体）が開催されることが決定し、
国体に向けた競技力向上を目的とした「長野県競技
力向上対策本部」が2017年に立ち上げられた。2017
年度の国体では、長野県は男女総合で18位（47都道
府県中）という成績を収めている。しかし、実態を
掘り下げると、スケート・アイスホッケーで1位、
スキーで3位の冬季競技に比べて、本大会（夏季競技）
は45位という成績で、長野県の競技力には著しく偏
りがあることがわかる。長野県では、冬季競技種目
に特化した地域TID事業「SWAN（Superb Winter 
Athlete Nagano）プロジェクト」が2009年に開始さ
れ4, 5）、選手の育成段階からトップアスリートと同
様の一貫された教育が実施され、冬季競技の競技力
維持向上の一助になっていると推察される。
　そこで、長野県では競技力向上対策本部が主体と

なり、2027年度国体の本大会の競技力向上を目的と
し、冬季競技種目に特化したSWANプロジェクト
とは異なる「適正競技選択型事業」のキラキラっ子
育成・強化事業を2018年度に開始した。本報告は、
松本大学が長野県と連携して実施したキラキラっ子
育成・強化事業における栄養サポートの実施とその
中で行った調査結果について報告する。

Ⅱ．方法（実施）

1．キラキラっ子育成・強化事業の概要

1）対象者
　キラキラっ子育成・強化事業では、2027年国体に
おいて活躍が期待される年代（20歳前後）に成長する
2018年度（第1期生）及び2019年度（第2期生）の小学4
年生から6年生を対象として、長野県全域で募集を
行った。2018年度には850名、2019年度には530名の
応募があり、それぞれの年度の7月下旬に一次選考

（種目適正テスト）、9月上旬に二次選考（体力テスト、
メディカルチェック）を行い、概ね年代、性別を均
等に、第1期生は44名、第2期生は22名が9月下旬ま
でに選考された。選考された小学生は、中学を卒業
まで最長で6年間の競技者育成プログラムを受講す
る機会が与えられる。
2）競技者育成プログラム
　対象者は、選考直後から1年単位で計画された競
技者育成プログラムを月に1～2回受講できる。競技
者育成プログラムは、身体評価や体力評価を目的と
したメディカルチェック・体力テスト、基礎的な体
力向上を目的としたフィジカルプログラム、栄養や
メンタルなどスポーツに必要な能力の習得を目的と
した知的プログラム、様々なスポーツ体験を通じて
新たなスポーツと出会うことを目的とした競技プロ
グラムの4つで構成されている。また、小・中学生
年代は、保護者の協力がなければ強化・育成は成り
立たないため、知的プログラムでは、競技者だけで
はなく、保護者プログラムも計画、実施されている。
本報告は、松本大学関係者が初年度から協力をして
いる栄養サポートについて後述する。

2．栄養サポート
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　栄養サポートとは、対象者へのスポーツ栄養マネ
ジメントであり、選手の食事やサプリメントの利用
に限らず、食と関連する身体活動や休養を含む全て
のマネジメント（管理）をすることである6）。その目
標は様々であるが、目標達成のために対象者がいつ
でも自己管理できる能力を習得させること（食の自
立）を目的としている。これまでのキラキラっ子育
成事業における栄養サポートの実施スケジュールを
表1に示した。
1）栄養教育プログラム
　実施計画に基づいた第1回～第3回までの栄養教育
プログラムは、それぞれ調理実習を主とした栄養教
育を実施し、対象者は競技者及び保護者だった。第
4回、第5回はそれぞれ講義形式で競技者及び保護者
の合同講義の後、競技者、保護者別の単独の演習形
式での栄養教育を実施した。2020年1月以降は、新
型コロナ感染拡大防止に伴う活動自粛に伴い、栄養
サポートの中断が余儀なくされた。本報告では、計
画通り実施が完了した2018年度生（1期生の1年目）の

活動について報告する。
（1）調理実習を伴う栄養教育
　第1回～第3回の栄養教育プログラムは、松本大学
を会場として、管理栄養士資格をもちスポーツ選手
の栄養サポートに関わる教員及び補助スタッフとし
て松本大学の健康栄養学科の学生、卒業生がプログ
ラムの計画、実施を行った。計画では、キラキラっ
子育成・強化事業に関わる他分野と連携して、メ
ディカルチェックや体力測定データを共有し、身体
計測結果及び日本人の食事摂取基準（2015年版）に基
づき、競技者の個別の推定エネルギー必要量及び栄
養素の推奨量等から1日あたりの食事摂取の目標量
を算出した。さらに個別の目標量からプログラムに
参加する競技者の荷重平均摂取目標量を算出して、
調理実習のための1食あたりの食事摂取目標量を算
定した（表2）。1食あたりのエネルギー及び栄養素の
摂取目標量は、朝食、昼食及び夕食の3食で1日あた
りの食事摂取目標量を達成できるよう、各食の均等
配分として算出した。

表1　栄養サポートの実施スケジュール

1期生（2018年度生） 2期生（2019年度生）

2018年10月 第1回栄養教育プログラム
「基本の食事について」

2018年11月 第2回栄養教育プログラム
「料理の選択について」

2019年2月 第3回栄養教育プログラム
「補食の選択について」

2019年4月 第4回栄養教育プログラム
「進級に伴うこれまでの復習」

2019年6月 第1回栄養・食事調査

2019年9月 第5回栄養教育プログラム
「栄養・食事調査の振り返り」

2019年12月
第1回栄養教育プログラム

「基本の食事について」
第1回栄養・食事調査

2020年5月 第1回メーリングリストを活用した栄養関連資料の発信

表2　調理実習に用いた競技者のエネルギー及び栄養素の基準値

エネルギー
（kcal）

たんぱく質
（ｇ）

脂質
（ｇ）

炭水化物
（ｇ）

食物繊維
（ｇ）

カルシウム
（㎎）

鉄
（㎎）

ビタミンB1

（㎎）
ビタミンB2

（㎎）
ビタミンC
（㎎）

ビタミンD
（μg）

1日分 2450 68 136 238 17 1000 11.5 1.3 1.5 95 5.5

1食分 820 23 45 79 5.7 333 3.8 0.44 0.49 32 1.8
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　第1回栄養教育プログラムは、「基本の食事」をテー
マに競技者の食事の基本形の理解と自分の1回あた
りのご飯量を知ることを教育目標とした。調理実習
には保護者が参加し、主食、主菜、副菜、牛乳・乳
製品、果物の5つのカテゴリが揃った食事の基本形
の1食分の調理と料理に関するミニ講義を受講した。
また競技者は、調理実習の時間帯に体育館等でフィ
ジカルプログラムを行い、その後、保護者が調理し
た料理の試食とともにミニ講義を受講した。競技者
のミニ講義では、選手が主要なエネルギー源となる

「主食（ご飯）」の1食の摂取量を知ることを目的に、
個別に算出したご飯を自分で盛りつけてもらうとと
もに、主食の重要性についての講義を受講した。
　第2回栄養教育プログラムは、「料理の選択」をテー
マに、競技者が個人に適した料理を選択できること
を教育目標とした。第1回と同様に調理実習は保護
者が参加し、食事の基本形が揃う1食分の調理と目
標に合わせた料理の調整に関するミニ講義を受講し
た。第2回は、エネルギー調整ができる主菜を2品準

備した。競技者は第1回と同様に調理実習の時間帯
はフィジカルプログラムを行い、その後、試食を伴
うミニ講義を受講した。競技者のミニ講義では、準
備された主菜の栄養表示を確認しながら、競技者が
2品のうち1品の料理選択をした後、それぞれの料理
の特徴と選択のポイントについて講義を受講した。
　第3回栄養教育プログラムは、「補食の選択」をテー
マにスポーツ現場の補食で頻出する「おにぎり」の
活用や食材別の活用方法の理解を教育目標とした。
これまでの調理実習と異なり、講義担当者が実習前
に4種類の具材を準備した。競技者は体力測定を実
施後、具材の特徴や目的別の食材の違いを学ぶミニ
講義を受講して、競技者自身がおにぎりを作るとい
う調理体験形式のプログラムを受講した。
　第1回及び第2回の栄養教育プログラムでは、栄養
教育プログラムを評価するためのアンケートならび
に保護者の要望に関する自由記述の自記式調査を実
施した。調理実習の様子ならびに配布資料を図1及
び写真1に示した。

図1．第2回栄養教育プログラム（調理実習）で使用した配布資料
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（2）栄養・食事調査
　キラキラっ子育成事業では、選手の栄養状態の評
価及び課題の把握を目的とし、メディカルチェック
の一環として栄養・食事調査を2019年6月実施した。
栄養・食事調査は保護者を対象に食物摂取頻度調査

（FFQg ver.5, 建帛社）を用いて実施した。併せて、
食事時刻、食物摂取頻度調査に含まれない食品摂取

（サプリメント等）、食物アレルギー及び競技者の健
康面の課題について自記式の調査票を用いて調査し
た。食事調査は、スポーツ現場での指導や食事調査
経験のある管理栄養士資格をもつ松本大学の教員が
実施した。また、競技者を対象に競技種目、日常的
な活動量、睡眠時間などの生活面及び栄養、食事に
対する自身の課題を松本大学の運動栄養学研究室の
ゼミナールに所属する学生が聞き取り調査を実施し
た。
　食事調査では、長野県内のほとんどの小・中学校
で完全給食の学校給食を実施していることから7）、
平日の食事を十分に把握できない保護者が多数いた。
そこで、食物摂取頻度調査項目から昼食分を除き、
平成30年長野県学校給食栄養報告書結果の栄養摂取
量の小学校及び中学校の単独校及び共同調理場の平
均値を小学生及び中学生の対象者それぞれに加算し
て7）、競技者の1日のエネルギー及び栄養素の摂取
量として算出した。算出した摂取量は、同日に実施
したメディカルチェックの身体計測値及び日本人の
食事摂取基準（2015年版）に基づき算出した個別の目
標摂取量を明記して比較できるようにし、2019年9
月に保護者及び競技者にフィードバックを実施した。

（3）その他の栄養教育プログラム
　第4回栄養教育プログラムは、学年暦で新年度を
迎え、選考時に小学6年生だった競技者は中学生と
なり、部活動参加に伴い身体活動量が大幅に増加す
ると考え、栄養、食事面における摂取量増加のため
の動機付けを目的として、競技者及び保護者共通で
これまでの栄養教育プログラムの復習とともに新生
活の変化への対応方法について講義した。
　第5回栄養教育プログラムは、食事調査のフィー
ドバックを通じた現在の食事摂取の課題を理解する
ため、キラキラっ子育成事業に参加する競技者の現
状と課題をテーマに講義した。競技者と保護者はと
もに現状の理解をした後、競技者と保護者に分かれ
てミニ講義を受講した。競技者は、食事調査の食品
群別摂取量の結果から菓子類の摂取量が多かったこ
とから補食選択の復習と補食の意義について、保護
者は成長期の身体の理解と課題となった食事摂取の
改善方法についてそれぞれ、演習や講義を受講した。
講義は、管理栄養士資格をもつ松本大学の教員及び
卒業生が担当し、演習の補助スタッフとして学生が
加わった。

Ⅲ．結果（成果）
1）競技者の特性

（1）年齢、学年、性別
　キラキラっ子育成事業1期生は、小学4～6年生の
男子21名（10.5±0.8歳）、女子23名（10.5±0.8歳）の44
名で、2018年10月から競技者育成プログラムが開始
された。選考過程において学年別に4月～9月生まれ、
10月～3月生まれに分けた上で、概ね学年、性別が
均等になるよう選考された（図2）。

写真1．栄養教育プログラム（調理実習）実施の
様子 　　　　　　　　　　　
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（2）身体計測
　競技者は、競技者育成プログラムの初回にメディ
カルチェックの一環として、身長（seca213、Seca
株式会社）、体重（Inner Scan 50V、TANITA）を測
定した。身体計測の測定結果は、平均値±標準偏差

（データ範囲）で示した。小学4年生～6年生の男子（ｎ
＝20）は、身長148.5±11.3（130.1～167.7）㎝、体重
36.7±7.5（24.9～51.9）kg、小学4年生～6年生の女子（ｎ
＝23）は、身長143.6±8.7（129.5～161.5）㎝、体重34.0
±6.5（25.6～47.4）㎏だった。

（3）競技経験
　競技者がこれまで学校以外で習ったことがある競
技種目を図3に示した。図3では、該当者が1名のみ
の競技種目を「その他」にまとめた。「その他」に該
当した競技種目は、スピードスケート、フィギュア
スケート、スノーボードの冬季競技のほか、体育教
室、自転車、バレエ、剣道、バスケットボールが挙
げられた。また、選考会までに競技を習ったことが
無い競技者は2名、1種目のみ習ったことがある競技
者が20名、複数種目を習ったことがある競技者が22
名だった。
2）栄養教育プログラムの評価
　第1回及び第2回の栄養教育プログラムでは、実施
評価をするため保護者を対象として自記式アンケー
ト調査を実施した。調理実習を受講した保護者は全
て競技者の親であり、第1回は母親が34名、父親が4
名、第2回は母親が30名、父親が6名だった。また第
1回では2名、第2回では1名でアンケートの未記入項
目があったため、それぞれ分析の対象者から除外し
た。調査は栄養教育プログラム実施前の期待度、実
施後に有意義だったかの項目を設け、「期待している」
または「有意義だった」を5、「まあ期待している」ま

たは「まあ有意義だった」を4、「どちらでもない」を3、
「あまり期待していない」または「あまり有意義では
なかった」を2、「期待していない」または「有意義で
はなかった」を1とした5段階でそれぞれ評価した。
栄養教育の実施前の期待度と実施後の有意義だった
かの項目について、データの正規性の確認後、ス
チューデントのｔ検定を行った。統計処理ソフトは
4Stepsエクセル統計（オーエムエス出版）を用いて
行い、危険率の有意水準は5％未満とした。第1回の
栄養教育プログラムの実施前の期待度の項目は4.55
±0.64、実施後の有意義だったかの項目は4.89±0.38
で、実施前の期待度に比べて実施後の有意義だっ
たの項目で点数が高かった（ｐ＜0.01）。第2回の栄
養教育プログラムの実施前の期待度の項目は4.67±
0.53、実施後の有意義だったかの項目は4.92±0.28で、
第1回と同様に実施前の期待度に比べて実施後の有
意義だったの項目で点数が高かった（ｐ＜0.01）実施
前の期待度に比べて、実施後に有意義だったの項目
で点数が高いことから、プログラムは受講者の期待
以上の実施ができたことが推察された。
　その他のアンケート項目として設定した今後取り
組みたいことについて（自由記述）では、ほとんどの
保護者においてミニ講義で示した「個人のご飯量を
摂取させたい」「子供に合わせた料理選択をしたい」
などの記述がみられた。また、今後の期待や希望す
るメニューについては、「短時間でできる料理を知
りたい」「おやつ（間食・補食）を知りたい」「試合前
や後の食事」などの記述が多くみられ、少数の意見
では、「子供と一緒にできる料理を知りたい」「食が
細い子供に良いメニューが知りたい」などの記述が
みられた。
3）栄養・食事調査
　2019年6月のメディカルチェックでは、31名（小学5・
6年生男子7名、中学1年生男子5名、小学5・6年生女
子15名、中学1年生女子4名）を対象に日常のスポー
ツ活動（1時間以上の競技スポーツかつ学校の体育以
外の活動）及び睡眠時間について競技者を対象に調
査した。生活活動調査の結果を、表3に示した。
　また、同日に保護者が競技者に代わり食事調査に
回答した。中学生男子1名は、保護者が不在だった
ため食事調査ができなかった。食事調査の結果を表
4に示した。食品群別の摂取量を確認すると、年代、
性別を問わず肉類、乳類、菓子類の摂取が多く、魚類、

図3．競技者が習ったことがある競技種目
（複数回答可）　　　　　　　
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野菜類、果物類の摂取が少ない結果となった。栄養
素別にみると、脂質エネルギー比は、小学生男子 

（ｎ＝8）が34.1±2.2％、小学生女子（ｎ＝15）が32.2±
3.6％、中学生男子（ｎ＝4）が30.1±3.3％、中学生女
子（ｎ＝4）が31.2±1.0％で、ほとんどの選手で食事
摂取基準の目標量の範囲の上限である30％より高
かった。一方、鉄は、小学生男子（ｎ＝8）が9.0±2.0㎎、
小学生女子（ｎ＝15）が9.2±1.4㎎、中学生男子（ｎ＝4）
が11.1±2.6㎎、中学生女子（ｎ＝4）が10.7±0.8㎎で、
ほとんどの選手で食事摂取基準の推奨量を下回って
いた。その他の栄養素の摂取は、集団とした共通点
はなく、個人差がみられた。

Ⅳ．考察（今後の課題）
　2019年9月の第5回栄養教育プログラムをもって、
キラキラっ子育成事業は1期生の1年間の継続的なプ
ログラムを完了した。福岡県から始まったTID事
業は、現在では全国に広がり、25の地域で展開され
ており1）、それぞれの地域独自の栄養教育プログラ
ムが確立されている。TID事業の成長期とされる

2006年1）からTID事業をしている和歌山県では、小
学4年生を選考して、4年生から5年生の競技者及び
保護者を対象に学年別に2年間の継続的な栄養教育
プログラムを実施している8）。また、TID事業が成
熟期を迎えた2017年2）からTID事業を開始した栃木
県では、初年度は小学4・5年生をU-11、小学6年生
と中学1年生をU-13に分類して、4つのテーマの講
義と1回の演習形式の合計5回の栄養教育プログラム
を実施している。さらに2年目は中学2年生のU-15
という新たな分類を加えた上で3～4回の実習、演習
形式の栄養教育プログラムを実施している9, 10）。こ
のように各地の先行するTID事業を確認すると8-11）、
栄養教育プログラムは概ね2～3年間、年間3～5回の
継続的なプログラム運用がされており、また対象者
の年代も小学生から中学生で競技者として未発達な
段階で実施されている。オリンピックに出場したトッ
プアスリートを対象とした年代ごとに利活用した方
が良い・必要であると思われるスポーツ医・科学サ
ポートの内容調査では、男女とも小学生期から高校
生期までスポーツ栄養学が最も多く回答されており12）、
成長期とくに身体作りが重要な時期に競技者が必要

表3　競技者の生活活動調査

ｎ 1週間あたりの運動日数
（日）

1回あたりの平均運動時間
（時間）

練習日の平均睡眠時間
（時間）

小学生男子 7 3.1±2.0（1～7） 2.7±1.2（1～5） 8.4±0.7（7～9）

小学生女子 15 3.3±2.1（0～7） 1.8±0.9（0～3.5） 7.8±0.7（7～9）

中学生男子 5 5.6±0.5（5～6） 2.6±0.4（2～3） 8.0±0.5（7～8.5）

中学生女子 4 6.0±0.7（5～7） 2.4±1.0（1～3.5） 7.4±0.5（6.5～8）
平均値±標準偏差（最小値～最大値）

表4　競技者の食事調査

ｎ
エネルギー
（kcal/日）

たんぱく質 脂質 炭水化物

摂取量
（ｇ/日）

エネルギー比
（％）

体重あたり
（ｇ/kgBW/日）

摂取量
（ｇ/日）

エネルギー比
（％）

摂取量
（ｇ/日）

エネルギー比
（％）

体重あたり
（ｇ/kgBW/日）

小学生
男子

7
2510±309

（2058～2945）
90.0±14.3

（67.8～118.0）
14.3±1.2

（13.0～16.4）
2.5±0.4

（1.9～3.2）
95.8±17.5

（69.6～119.4）
34.1±2.2

（30.4～37.4）
315.7±30.6

（264.0～368.7）
51.6±2.9

（46.2～56.5）
9.1±1.8

（6.7～12.1）

小学生
女子

15
2414±378

（2003～3327）
87.4±9.9

（71.4～110.5）
14.6±1.2

（13.2～16.6）
2.5±0.6

（1.5～3.8）
86.4±18.3

（69.5～141.7）
32.2±3.6

（26.4～38.7）
317.2±59.0

（240.7～453.6）
53.2±3.9

（46.1～60.4）
9.2±2.9

（5.7～15.7）

中学生
男子

4
3117±853

（2445～4580）
113.6±30.3

（80.7～163.1）
14.6±1.0

（13.2～16.1）
2.4±0.7

（1.7～3.4）
101.4±15.2

（82.8～125.2）
30.1±3.3

（24.6～33.2）
420.3±128.7

（333.3～642.5）
55.3±3.9

（50.7～61.2）
8.8±2.6

（6.5～13.2）

中学生
女子

4
2568±216

（2321～2911）
96.3±5.5

（93.0～105.8）
15.0±0.6

（14.5～16.0）
2.3±0.3

（1.9～2.7）
88.8±5.7

（83.8～98.0）
31.2±1.0

（30.3～32.6）
341.9±36.9

（293.1～369.9）
53.8±1.5

（51.3～55.2）
8.3±1.5

（6.1～10.1）

平均値±標準偏差（最小値～最大値）
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としている内容といえる。このことからも競技者の
育成・強化において、若年競技者のスポーツ栄養学
に関する教育プログラムの実施は必要不可欠といえ
る。キラキラっ子育成事業は、2年目の途中でコロ
ナ感染拡大防止に伴い中断しているが、計画修正を
しながら3年程度（9月下旬から開始して実質2年半）
で完了する栄養教育プログラムを検討したいと考え
る。また、栃木県の事例では、明文化されたテーマ
別の学習到達目標があり、競技者の評価を客観的に
分析できる指標が構築されていることから、担当す
る実施者間の差異が少ない明確な評価が可能である。
キラキラっ子育成事業では、明確な学習評価指標が
構築されていないため、現在の中断期間を好機と捉
えて、学習評価指標の作成に取り組みたい。また、
1年間の中間評価として、これまで実施したテーマ
や今後のテーマの整理、種々の調査の客観的な評価
を行い、栄養教育プログラムを熟成させることが今
後の課題のひとつと考える。
　一方、これまでの活動を通じて連携面の課題も
明らかとなっている。各地TID事業では、選考の
段階から体力や運動能力を含む様々なメディカル
チェックが行われている13-15）。キラキラっ子育成事
業でもメディカルチェックは相澤病院が事業を受託
して実施している。スポーツ栄養マネジメントで
は、食に関わる全ての管理が求められており6）、競
技者の身体計測結果や体力、運動能力をはじめとす
るメディカルデータは貴重な情報資源である。しか
し、個人情報管理という観点から、単に多大な情報
を共有するということだけでは危機管理が十分とは
いえない。キラキラっ子育成事業は、準備段階から
いよいよ成長段階に入るため、主幹団体である長野
県や協力団体と協議を重ねて、危機管理に則ったよ
り良い情報共有システムを構築することが他分野連
携における最重要課題と考える。また、長野県では、
冬季競技種目に特化したTID事業「SWAN（Superb 
Winter Athlete Nagano）プロジェクト」が2009年か
ら開始されており、種々の栄養教育プログラムが実
施されている4, 5）。SWANプロジェクトは長野県ス
ポーツ協会が主催しており、そのプログラムで蓄積
されたノウハウを持っているが、キラキラっ子育成
事業の長野県競技力向上対策本部と主幹団体が異
なっていることもあり、十分な情報共有ができてい
るとはいえない。キラキラっ子育成事業の競技者の

中にはSWANプロジェクトと掛け持ちをしている
者もいるため、メディカルチェックだけでなく、食
事調査や栄養教育の実施状況などの共有は今後の課
題といえる。長野県TID事業の一本化は困難とは
考えるが、2027年度国体に向けて、長野県競技力向
上対策本部が中心となり、長野県内のスポーツ医・
科学支援事業の整理や情報共有を行うことが早急に
求められる。
　また長野県スポーツ協会のスポーツ少年団の活動
によると、平成30年9月末現在、41市町村で547団体、
14651名の登録者が様々なスポーツ活動を行ってい
る。その他、令和元年5月現在、地域総合型スポー
ツクラブは67団体の加盟があり、さらに多くのスポー
ツ活動を行っている青少年の県民がいると予想され
る。キラキラっ子育成事業は、競技者の育成・強化
が目的であるが、競技力向上に伴う食生活の見直し
は日常的な健康管理に共通するものがある。現代ス
ポーツは、暮らしの中の楽しみや教育の一部として、
人々の交流や健康の維持、増進をねらいとするもの、
生きがいとなるものとして多くの人に親しまれてい
る17）。キラキラっ子育成事業に参加した競技者は1
期生が44名、2期生が22名と県内のスポーツ活動登
録者からみると僅かである。この事業で学んだこと
が66名の競技者を通じて、各々の地域やチームに所
属するスポーツをする青少年に広がり、長野県内全
域の競技力向上や健康作りに寄与することを期待し
たい。
　本報告では、食事調査において以下の限界点が考
えられる。① 選手の学校給食の摂取状況を把握で
きなかったため、参考資料の年代区分別の平均値を
用いて補完したため、選手個々の摂取状況や休日の
食事の実態にそぐわない可能性がある。② 食事調
査方法の食品群別の摂取では、選手の利用が多いエ
ネルギーゼリー等の補助食品が菓子類に反映されて
いる選手がいる。

Ⅴ．結論
　長野県TID事業「キラキラっ子育成事業」におけ
る栄養サポートの発展のために以下を提案する。① 
関係団体との連携を深め、危機管理に則った情報共
有手段の確立をする。② 3年（実質2年半）を目安と
した継続的な栄養教育プログラムを構築し、同時に



115

地域総合研究　第21号　Part 1

テーマに沿った学習到達目標を設定する。③ メディ
カルチェックをはじめとする客観的指標を整理して
共有し、実施状況の中間評価を行い、②の計画の修
正案として提案する。最後に、今後も長野県TID
事業に協力し、松本大学として地域貢献に取り組み
たい。
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　本活動を実施するにあたり、多大なるご協力をい
ただきました長野県教育委員会事務局スポーツ課の
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